
  

保安規程（原子力）改正の届出について
（志賀２号機 保全計画の追加）

                                                                            平成21年4月15日
                                                                            北陸電力株式会社

　

当社は、本日(4月15日)、志賀原子力発電所２号機の保安規程
※１ 
[電気事業用電気

工作物（原子力発電工作物)]（以下､「保安規程 (原子力)」）の改正を経済産業大臣

に届け出ましたので、お知らせいたします。

　これは、原子力発電所の保守管理を一層充実させる新検査制度
※２
を導入した「電気事

業法施行規則
※３
」が本年1月1日に施行されたことにより、志賀２号機の保全計画

※４
を

保安規程 (原子力)に追加し国に届け出たものです。

　新検査制度では、保全計画を運転サイクル毎に定め、定期検査開始３ヶ月前に初回の

保全計画を策定するとしていることから、志賀２号機については、第２回定期検査開始

日から第３回定期検査開始日の前日までの期間における保全計画を本年4月10日に策定し

ました。

以  上

添付資料：志賀２号機 保全計画の概要

 ※１ 保安規程：

事業用電気工作物の工事、維持及び運用に関する保安を確保するために定めた規程であ

り、事業者が作成・変更し、国へ届出しているもの。

 ※２ 新検査制度：

原子力発電所の安全性・信頼性の一層の向上を図るため、電力会社が原子炉(プラント)毎

の保全計画を定期検査前に国に提出し、国がプラント毎の特性に応じたきめ細かい検査を

行う制度。

 ※３ 電気事業法施行規則：

電気事業法の施行に必要な詳細事項などを定めた経済産業省令｡

 ※４ 保全計画：

原子力発電所の号機毎の点検計画(次回定期検査開始までの運転中の検査も含む)､保全の

有効性を評価するための保全活動管理指標などを定めたもの。 

 



 

志賀２号機 保全計画の概要 
 

１．保全計画の始期及び適用期間 

定期検査開始日から、その次の定期検査開始日の前日までの期間を１つの「保全

サイクル」として記載するため、志賀２号機は、第２回定期検査開始日（本年７月

上旬予定）から第３回定期検査開始日の前日までの期間（第２保全サイクル）とし

ました。 
 

２．保全活動管理指標の設定 

保全活動を継続的に改善するための「ものさし」としてプラントレベル及び系統

レベルの管理指標と目標値を民間規格に基づき策定し、保全活動の効果と弱点に関

し「見える化」を図りました。 

［プラントレベルの管理指標と目標値］ 

・計画外自動停止回数 １回未満／７０００臨界時間 

・計画外出力変動回数 ２回未満／７０００臨界時間 

・工学的安全施設の計画外作動回数 １回未満／１サイクル 

 

［系統レベルの管理指標と目標値（例）］ 

非常用ディーゼル発電設備 

・予防可能故障回数の目標値 １回未満／１サイクル 

・非待機時間の目標値 ２４０時間未満／２サイクル 

 

３．点検計画 

発電所の保全対象機器のうち、電気事業法に規定される技術基準が適用される設

備や保全重要度の高い設備などの主要な機器について、点検及び試験の項目、保全

の重要度、保全方式または頻度等を記載しました。 

 

４．定期事業者検査の判定方法 

点検を実施する機器については、点検実施頻度を設定し、次の点検までの間にお

いて技術基準に適合する状態を維持するかどうかを判断します。 

機器の劣化、特性変化を評価する検査では、プラントの定期検査から、次の定期

検査までの間とします。 

 

５．補修、取替え及び改造計画 

当該保全サイクル期間中に実施する工事計画認可・届出対象工事や、安全上重要

な設備に係る補修・改造工事を記載することとしており、今回は、「定期検査用入替

予備品設置工事」として、原子炉冷却材再循環ポンプのポンプカバー他や制御棒駆

動機構アウタチューブ他の予備品配備（平成 21 年 4 月 1 日お知らせ済み）と「制御



棒駆動機構カップリング試験インターロック改造工事」として、他社で発生した制

御棒駆動機構と制御棒の結合不良事象（平成 20 年 9 月 12 日お知らせ済み）を受け

た改造工事を記載しました。 

 

６．特別な保全計画  

志賀１号機は、本年１月１日現在に相当期間停止していたことにより、特別な保

全計画を策定しましたが、志賀２号機は運転中であったことから、特別な保全計画

の策定は該当しません。 

 

７．定期検査時の安全管理 

定期検査中は、安全上重要な系統、設備の点検・補修等を実施する際に行う保安

措置を記載します。具体的には、原子炉等の水位、未臨界維持、電源供給等の保安

措置について記載しています。 

 

８．保全に関する実施体制 

保全の実施にあたり、協力事業者に役務を調達して実施する主要な工事等につい

て記載しました。 

 

以 上 

 


